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3．　ま　と　め

　放射能調査費による「放射化学分析」の研究の成果は，国の環境放射能調査研究の一環として行われているもので，

原子力政策立案施行のために極めて重要な基礎資料として活用されている。

　同時に大気科学に対しては，起源のはっきりした放射性核種を指標に用いることにより，成層圏における物質輸送

や成層圏と対流圏の物質交換あるいは対流圏における物質の除去過程についての知見を加えることができた。

　一方，1950－60年代の大気圏内核実験が頻繁に行われた時代に活躍した環境放射能の研究者は現在現役を退きつつ

あり，また，放射能の分析法に付いては詳細に記述した文献は限られている。分析法のノウハウの維持・確保は，将

来にわたり重大原子炉事故等の緊急事態に対処していく上でも現在極めて重要な課題となっている。

　最近では，1995年秋期に微量ではあるが異常な90Sr降下量を観測しており，その原因の究明が求められている。

この様に，品質管理がされた測定値による環境放射能研究には，新たな発見があり，長期にわたる継続した降下物中

の放射能の研究の重要性は現在でもいささかも減少していない。
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